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研究成果の概要（和文）：高齢者の要介護化、介護予防のファクターといわれる栄養状態について、「食形態」
と「歯の状態」に着目して心身機能の自立性との関係を明らかにすることを目的に、特別養護老人ホーム入所者
1,000名を対象に研究した。「食形態」は「常食」であることが、心身機能の自立性が高いことも示された。ま
た、「歯の状態」が義歯適合良好者は、自歯、義歯適合不良者、義歯必要だが使用せずの者と比べて、心身の自
立性が高かった。要介護高齢者の栄養改善を実装化するためのファクターとして「常食」を摂取すること、「義
歯適合良好」であることが示唆された。栄養改善実装化モデルに必須のファクターとして「常食」と「義歯適合
良好」を提言する。

研究成果の概要（英文）：With regard to nutritional status, which is said to be a factor in requiring
 nursing care and preventing nursing care for the elderly, we focused on ``dietary form'' and ``
dental condition'' to clarify the relationship between independence in mental and physical 
functions. A study was conducted on 1,000 nursing home residents. It was also shown that ``regular 
eating'' as a ``diet type'' was associated with high independence in mental and physical functions. 
In addition, those who had good dentures in their ``dental condition'' had higher mental and 
physical independence than those with natural teeth, those with poorly fitting dentures, and those 
who needed dentures but did not use them. It was suggested that ``regular food intake'' and ``good 
denture fit'' are factors for implementing nutritional improvement for elderly people requiring 
care. We propose ``regular eating'' and ``good denture fit'' as essential factors for a nutritional 
improvement implementation model.

研究分野：在宅看護学

キーワード： 要介護化　栄養改善　実装化　食形態　歯の状態
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の意義は、要介護化のリスクファクターである高齢者の栄養状態について、従来、栄養士のみが取り組ん
でいた「栄養改善」を、「栄養改善」実装化モデルを提言することで、保健医療福祉職の連携による要介護化の
スクリーニングから「栄養改善」アプローチへと連動する効果的な介入方法を確立することができる。さらに、
本研究による「栄養改善」実装化モデルを、デジタルデバイス等を利活用して、高齢者自身で自己管理できるア
プリケーション等IOTへと応用することも可能である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 世界の総人口に占める 65歳以上の人の割合（高齢化率）は、1950年 5.1%から 2015年 8.3%、
2060年には 18.1%へ上昇すると予測され、WHO（世界保健機関）は 2017 年「高齢者のため
の統合ケアに関する WHO ガイドライン（WHO Guideline on Integrated Care for Older 
People : ICOPE）」を発信した。わが国では、2005年介護保険制度初回改正において運動器機
能向上、栄養改善、口腔機能向上を主軸に予防重視型システムへ転換が図られた。このように、
高齢者の要介護化及び介護重度化の要因に「低栄養」があるが、2005年改正の予防重視型シス
テムを評価した報告等(辻,2008)(国立長寿医療研究センター,2012)では「栄養改善」を必要とす
る高齢者は未だ 3 割を占め、高齢者の低栄養は解決に至っていない。これまでに、栄養介入、
栄養教育等を含むMNA-SF（簡易栄養状態評価表）の有効性と信頼性（Guigoz Y et al, 2002）
は確認されているものの、「栄養改善」の介入方法は確立されていない(鵜川,2015)。研究代表
者は科研費採択課題（2013年度～2015年度）を実施し、介護サービス従事者の「栄養改善」
に対する意識の低さ（FUJIO,2014）、要介護高齢者の栄養状態低下と心身機能低下との関連
（FUJIO,2016）を明らかにした。さらに、科研費採択課題（2016 年度～2018 年度）ではケ
アマネジャーへの調査により、現任研修において栄養教育が不在であること、任意の栄養教育
を受講した者のみが栄養改善プランを作成していることを明らかにした（FUJIO,2018）。 
その後の継続研究として、高齢者の要介護化及び介護重度化予防のため、多職種・多機関連
携による「栄養改善」プログラムを導入し自立性回復の有効性を検証することで、地域包括ケ
アシステムへの実装化モデルを構築することを目的とした。将来は、スマートフォンアプリ等、
IOT利活用により多職種・多機関と高齢者本人とが情報共有し、「栄養状態を自己管理・改善」
できるシステム開発に発展させる。 
 
２．研究の目的 
 高齢者の要介護化及び介護重度化予防のため、多職種・多機関連携による「栄養改善」プロ
グラムを導入し自立性回復の有効性を検証することで、地域包括ケアシステムへの実装化モデ
ルを構築する。地域包括ケアに従事する医療職および福祉職の要介護高齢者の「栄養改善」に
おける実態と課題を明らかにし、「栄養改善」のファクターである「食形態」および「歯の状態」
と、要介護高齢者の心身機能との関係から示唆を得ることで、「栄養改善」実装化モデルを開発
する。 
 
３．研究の方法 
（１）地域包括ケアにおける要介護高齢者の「栄養改善」の実態と課題に関する調査（インタ
ビュー調査） 

2019年度に、医療機関、介護保険施設、在宅サービスといった地域横断的な連携を必要とす
る地域包括ケアに従事する医療職および福祉職を対象に、要介護高齢者の「栄養改善」の実態
と課題の構造を、職員の語りを通して明らかにすることを目的にインタビュー調査を実施した。
2019年 7月 1日から 9月 30日までに 12名の対象者に、高齢者の栄養状態と心身の自立性と
の関連、栄養状態の評価と使用アセスメントの有用性、具体的な栄養改善の方法と連携職種、
他施設や事業所との情報共有、栄養教育等について半構造化面接法によるインタビュー調査を
実施した。要介護高齢者の栄養改善の実態と課題に焦点をあてコード化し、コードの共通性を
見出しカテゴリー化した。その後、研究代表者および分担者間でディスカッションを重ねて妥
当性を高めた。また、Text Mining Studio Ver.6.1を用いて単語頻度解析、対応バブル分析を
行い、属性、カテゴリー、単語との関係性を確認した。さらに、カテゴリーの類似性、相違性
を比較しながらカテゴリー間の関係性を模索しつつ、要介護高齢者の「栄養改善」の実態と課
題の構造化を行った。 
 
（２）要介護高齢者の「食形態」および「歯の状態」と心身機能との関係に関する調査（横断
的観察研究） 
 2021 年度から 2022 年度には、自立支援介護を実践する特別養護老人ホーム 14 施設 1,000
名の入所者の「食形態」および「歯の状態」と心身機能の自立性との関係を明らかにするため、
横断的観察研究を実施した。要介護状態にある入所者 1,000名の「食形態」および「歯の状態」
と高齢者の自立性として要介護度、障害高齢者日常生活自立度、認知症高齢者日常生活自立度、
移動能力として屋内外移動、認知機能として意思伝達、日課理解、年齢や名前を言う、直前記
憶、季節の理解、場所の理解について調査した。分析には統計解析ソフト IBM SPSS 
Statistics26.0 を使用し、χ2 検定または一元配置分散分析を行った。自立支援介護とは、高齢
者の自立性維持・向上を目的とした「水分」「食事」「排便ケア」「運動」をいい、これら 4 つ
のケアを日々の介護に取り入れている特別養護老人ホームを対象に研究を行った。 
 
４．研究成果 
（１）地域包括ケアにおける要介護高齢者の「栄養改善」の実態と課題に関する調査 
 インタビュー調査は、急性期病院、回復期リハビリ病院、特別養護老人ホーム、通所介護事
業所、訪問看護ステーションに従事する医療職および福祉職で、看護師 7名(58.3%)、理学療法
士 2名(16.7%)、介護福祉士 2名（16.7%）、ソーシャルワーカー1名（8.3%）の合計 12名から



回答を得た。インタビュー調査結果は、426コードから 21サブカテゴリー、7カテゴリーが生
成された。地域包括ケアにおける要介護高齢者の「栄養改善」の実態として、【栄養改善およ
び連携の工夫】と【栄養改善の組織化】が図られていた。この背景には、地域包括ケアに従事
する対象者いずれもが要介護高齢者の【栄養状態と環境因子との関連】や【栄養状態と心身機
能との関連】を実感していることが要因としてある。その反面で、【他職種・他機関との栄養
連携における困難】【栄養教育の不在と必要性】【栄養評価の未実施と必要性】の課題も存在し
た。特に、【栄養改善および連携の工夫】と【栄養改善の組織化】を推進するうえでの最も大
きな課題は、【他職種・他機関との栄養連携における困難】であるという構造が明らかとなっ
た。地域包括ケアにおける要介護高齢者の「栄養改善」には、職種や機関を超えた、専門職連

携教育（Interprofessional Education: IPE）の機会と専門職連携実践（Interprofessional Work : 
IPW）の必要性が示唆された。また、Text Mining Studio Ver.6.1の分析結果からカテゴリー
と多く語られた単語との関係性を分析した（図 1）。 
 
 さらに、要介護高齢者の「栄養改善」の実態と課題について、地域包括ケアにおける要介護
高齢者の「栄養改善」の実態として、【栄養改善および連携の工夫】と【栄養改善の組織化】
が図られていた。この実態は、地域包括ケアに従事する対象者いずれもが要介護高齢者の【栄
養状態と環境因子との関連】や【栄養状態と心身機能との関連】を実感していることが背景と
してある。その反面で、【他機関との栄養連携における困難】【栄養教育の不在と必要性】【栄
養評価の未実施と必要性】の課題も存在した。特に、【栄養改善および連携の工夫】と【栄養
改善の組織化】を推進するうえでの最も大きな課題は、【他機関との栄養連携における困難】
であるという構造が明らかとなった（図２）。 
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（２）要介護高齢者の「食形態」および「歯の状態」と心身機能との関係に関する調査 
 自立支援介護を実践する特別養護老人ホーム入所者の「食形態」と心身機能の自立性との関
係について、常食は、常食外および胃瘻と比べて、要介護度、障害高齢者日常生活自立度、認
知症高齢者日常生活自立度いずれも軽度の割合が高い結果であった。また、1 日の水分摂取量
や食事摂取量が多く、離床時間が長い結果であった。さらに、屋内外移動の自立性と屋内外移
動補助具使用の割合が高く、意思伝達や状況認知が「できる」割合が高い結果であった。本研
究により、要介護高齢者の「食形態」と「移動能力」および「認知機能」との関係が明らかと
なった。そして、「食形態」は「常食」であることが、心身機能の自立性が高いことも示された。
高齢者の食事ケアにおいて、「常食」を摂取することの重要性が示唆された。 
 また、同様の対象者に対して、「歯の状態」と心身機能の自立性との関係について、「歯の状
態」が義歯適合良好者は、自歯、義歯適合不良者、義歯必要だが使用せずの者と比べて、要介
護度、障害高齢者日常生活自立度、認知症高齢者日常生活自立度が軽度の割合が有意に高かっ
た。また、1 日の食事摂取量が有意に多く、離床時間および歩行距離が有意に長い結果であっ
た。認知機能では、意思伝達「できる」、状況認知「できる」の割合が有意に高かった。要介護
高齢者の「歯の状態」として、義歯適合良好であることが心身機能の自立性が高いことが示さ
れた。 
 
（３）本研究のまとめ 

(1)および(2)の研究結果をふまえて、高齢者の要介護化、介護予防のファクターといわれる栄
養状態について、要介護高齢者の栄養改善を実装化するための「常食」を摂取すること、「義歯
適合良好」であることが示唆された。栄養改善実装化モデルに必須のファクターとして「常食」
と「義歯適合良好」を提言する。 
また、従来、栄養士のみが取り組んでいた「栄養改善」を、「栄養改善」実装化モデルを提言
することで、保健医療福祉職の連携による要介護化のスクリーニングから「栄養改善」アプロ
ーチへと連動する効果的な介入方法を確立することができる。さらに、本研究による「栄養改
善」実装化モデルを、デジタルデバイス等を利活用して、高齢者自身で自己管理できるアプリ
ケーション等 IOTへと応用することも可能である。 
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